
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
、

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
「
性
」意
識
を
め
ぐ
る
著
作
を
集
成
す
る
─
─

全
25
巻

◆
監
修
・
解
説
◆ 

岩
見
照
代　
前
・
麗
澤
大
学
教
授



刊
行
に
あ
た
っ
て　
　
岩
見
照
代
（
前
・
麗
澤
大
学
教
授
）

　

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
自
明
と
さ
れ
て
き
た
〈
男
／
女
〉
と
い

う
〈
性
〉
の
二
元
論
を
越
え
て
、
女
や
男
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
面
化
し
、
身
体

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
と
い
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
多
様
性
の
中
で
、
今
、
性
自
認
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

婚
姻
関
係
の
男
女
と
そ
の
子
供
か
ら
な
る
近
代
家
族
を
基
盤
と
し
た
社
会

制
度
に
お
い
て
、
男
は
〈
外
〉
・
女
は
〈
内
〉
と
い
う
性
役
割
を
強
い
ら
れ

て
き
た
。
人
々
は
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
た
め
に
、
結
婚
に
お
け
る
誓

い
、
処
女
／
童
貞
、
性
行
為
な
ど
、
社
会
が
求
め
る
性
的
規
範
を
、
無
意
識

の
う
ち
に
内
面
化
し
、
身
体
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

本
企
画
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
、
あ
え
て
三
〇

年
と
い
う
短
い
時
間
軸
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
「
性
教
育
・
性
科
学
・
性
倫

理
・
処
女
性
・
女
ら
し
さ
・
美
容
・
衣
服
・
売
買
春
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま

で
〈
自
明
〉
で
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
性
規
範
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
っ
た
の
か
を
見
え
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
原
資
料
に

は
、
記
録
文
学
や
人
事
調
停
と
い
っ
た
当
時
者
の
語
り
や
、
〈
声
な
き
経

験
〉
も
収
録
し
た
。

　

刻
々
と
変
容
を
続
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
様
相
を
と
ら
え
よ
う
と
す

る
本
企
画
は
、
現
代
の
性
の
急
激
な
変
貌
を
考
え
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。

　
第
一
回　
　
「
変
容
す
る
〈
性
〉」
全
５
巻　

収
録
内
容

　
性
教
育
、
性
言
説
を
中
心
と
し
た
著
作
を
、〈
性
〉
の
意
識
が
時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

　

に
変
化
し
た
の
か
に
注
目
し
集
成
。　
　
　
　
　

 　
　

揃
定
価
：
本
体
九
八
、〇
〇
〇
円
＋
税 

　

二
〇
二
一
年
一
〇
月
刊
行
予
定　
　
　
　
　

   　
　
　

  IS
B

N
9

7
 8
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-8

4
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3
-6

1
0

0
-9  C

3
3

3
6

●
第
１
巻
●
　
変
容
す
る〈
性
〉　

Ⅰ
　
付
・
解
説
　   

定
価
：
本
体
二
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税 

                                                    　
　
　
　

  IS
B

N
9

7
8

-4
-8

4
3

3
-6

1
0

1
-6

 C
3

3
3

6

ジ
ー
・
デ
ー
・
オ
ー
ル
ズ 〔
著
〕 　

湯
浅
与
三
〔
訳
〕　　

正
し
い
性
教
育　
　
（
教
文
館　

一
九
四
〇
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

第
一
部　

性
教
育
の
必
要
と
そ
の
訓
練
／
第
二
部　

児
童
の
性
教
育
／
第
三
部　

青
春
時
代
（
満

十
五
歳
、
六
歳
―
二
十
五
歳
）
／
第
四
部　

結
婚
／
第
五
部　

性
と
社
会

●
第
２
巻
●
　
変
容
す
る〈
性
〉　

Ⅱ
　
付
・
解
説
　   

定
価
：
本
体
二
四
、〇
〇
〇
円
＋
税 

                                                    　
　
　
　

  IS
B

N
9

7
8

-4
-8

4
3

3
-6

1
0

2
-3

 C
3

3
3

6

岡
田
道
一 〔
著
〕 　
　
　

女
性
の
生
理
と
衛
生　
（
鶴
書
房　

一
九
四
二
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

女
性
産
業
戦
士
よ
矜
を
持
て
／
〈
職
場
篇
〉
産
業
女
性
と
医
事
衛
生
の
知
識
／
婦
人
と
し
て
の
常
識

的
な
衛
生
知
識
／
工
場
に
於
け
る
産
業
女
性
の
疾
病
原
因
と
予
防
／
職
業
と
そ
の
疾
病 　

ほ
か
／

《
処
女
篇
》
／
処
女
時
代
の
健
康
／
処
女
の
分
泌
物
／
子
宮
内
膜
炎
／
故
に
日
本
の
女
性
は
結
核
に

犯
さ
れ
易
い
か　

 

ほ
か
／
《
月
経
篇
》
月
経
の
生
理
と
手
当
／
無
月
経
の
話
／
月
経
異
常
と
ホ
ル

モ
ン
療
法
／
月
経
と
犯
罪
／
《
結
婚
篇
》　

新
し
き
結
婚
の
条
件
／
母
性
と
い
ふ
こ
と
／
結
婚
と
結

核
及
び
性
格
異
常
／
結
核
と
結
婚
／
優
良
児
を
得
る
た
め
の
夫
婦
生
活
／
妻
の
守
る
べ
き
性
道
徳
／

不
妊
症
の
原
因
と
療
法　

ほ
か
／
《
妊
娠
篇
》
早
期
の
妊
娠
診
断
法
／
子
宮
外
妊
娠
と
自
家
輸
血
／

結
核
女
性
の
妊
娠
／
食
物
と
胎
児
へ
の
影
響
／
妊
娠
中
及
び
産
後
の
性
交
／
月
経
と
授
乳　

ほ
か

大
田
典
礼 〔
著
〕 　
　
　

性
の
科
学
と
倫
理　
（
文
理
書
院　

一
九
四
七
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
一
章　

性
教
育
論　
（
一
）　

性
の
社
会
性
／
（
二
）　

性
教
育
の
概
念
／
（
三
）　

性
教
育
の
基
本

的
方
法
／  

（
四
）　

社
会
的
な
性
的
啓
蒙
運
動　

／
第
二
章　

処
女
性
と
貞
操 　

処
女
性
を
失
つ
て

悩
め
る
女
性
に
／
処
女
性
の
医
学
的
抹
殺
／
貞
操
の
分
析
／
未
亡
人
の
問
題　

／
第
三
章　

青
春
の

生
理
と
倫
理　

  

愛
情
の
生
理
と
倫
理
／
青
春
の
生
理
と
心
理
／
未
婚
者
の
性
生
活
／
学
生
と
性
欲

／
女
性
の
悩
み
／
性
と
文
学
／
性
と
ホ
ル
モ
ン
／
接
吻
の
医
学
／
不
感
症
の
医
学

●
第
３
巻
●
　
変
容
す
る〈
性
〉　

Ⅲ
　
付
・
解
説
　   

定
価
：
本
体
一
七
、〇
〇
〇
円
＋
税 

                                                   　
　
　
　

   IS
B

N
9

7
8

-4
-8

4
3

3
-6

1
0

3
-0

 C
3

3
3

6

若
月
俊
一 〔
著
〕 　
　
　

愛
情
の
モ
ラ
ル
─
─
新
し
い
性
科
学
の
た
め
に  

（
白
馬
書
房　

一
九
四
九
年
）

第
一
章　

何
か
ら
始
め
る
か　

／
第
二
章　

統
計
的
観
察
の
意
義　

／
第
三
章　

私
た
ち
は
ど
う
い

う
方
法
で
調
査
を
行
っ
た
か　

／
第
四
章　

調
査
は
ど
う
い
う
人
た
ち
に
な
さ
れ
た
か
／
第
五
章　

調
査
の
結
果　

／
第
六
章　

性
の
生
物
学
的
意
義　

／
第
七
章　

性
と
遺
伝　

／
第
八
章　

性
別
の

決
定　

／
第
九
章　

男
性
と
女
性　

／
第
十
章　

性
の
生
理　

串
田
孫
一
・
原
文
子 〔
著
〕 　
　
　

美
し
き
生
の
歩
み　
（
泰
光
堂　

一
九
五
二
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

序
文
の
た
め
の
手
紙
１ 

／
序
文
の
た
め
の
手
紙
２ 

／ 

純
粋
な
愛
を
感
じ
た
い
願
い 

／ 

瞬
時
に
ふ

れ
合
つ
た
魂
の
感
激 

／ 

何
処
か
に
あ
る
愛 

／ 

逞
し
い
力 

／
偏
見
を
持
た
な
い
眼 

／ 

花
へ
の
愛

情 

／ 

た
だ
の
遊
び 

／ 

ひ
ま
つ
ぶ
し 

／ 

人
間
ら
し
さ 

／ 

人
間
愛
と
肉
体
の
限
界 

／ 

行
動
す
る

力 

／  

合
理
と
非
合
理
の
世
界 

／ 

女
性
と
職
業 

／ 

女
の
学
問  

赤
裸
な
心 

／ 

理
窟
の
な
い
世
界 

／ 

童
話
を
書
く
心 

／  

お
し
や
れ
の
心
理 

／ 

ダ
ン
デ
ィ
ス
ム
と
心
気
転
換 

／ 

期
待
す
る
心 

／ 

期
待
の
虚
像
と
実
像 

／ 

集
団
的
な
墮
落 

／ 

個
人
の
責
任 　

ほ
か　

●
第
４
巻
●
　
変
容
す
る〈
性
〉　

Ⅳ
　
付
・
解
説
　   

定
価
：
本
体
一
九
、〇
〇
〇
円
＋
税 

                                                    　
　
　
　

  IS
B

N
9

7
8

-4
-8

4
3

3
-6

1
0

4
-7

 C
3

3
3

6

大
塚
二
郎 

ほ
か  〔
著
〕 　
　
　

性
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か　
（
講
学
館　

一
九
五
三
年
）　　

   

第
一
篇　

性
敎
育
は
な
ぜ
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か 　

Ⅰ 

性
と
は
な
に
か
―
性
敎
育
の
意
義
と
目
的

―
／
Ⅱ 

誤
っ
た
性
観
念
の
性
慣
習
／
Ⅲ 

青
年
期
の
あ
や
ま
ち
は
な
ぜ
お
こ
る
か
―
生
態
と
危
機
―

／
第
二
篇　

実
際
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か　

Ⅰ 

い
つ
、
誰
れ
が
、
ど
こ
で
敎
え
る
か
―
性
教

育
の
輪
か
く
―
／
Ⅱ 

学
校
に
お
け
る
性
敎
育
／
Ⅲ 

家
庭
で
は
ど
の
よ
う
に
敎
え
る
か
／
Ⅳ 

社
会
で

は
ど
の
よ
う
に
導
く
か
／
Ⅴ 

用
語
の
問
題
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か　

／
第
三
篇　

性
の
知
識　

Ⅰ 

性
の
科
学
／
Ⅱ 

性
の
心
理 

朝
海
楚
舟 〔
著
〕 

性
の
哲
学  

（
彩
光
社　

一
九
五
四
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一　

プ
ロ
ロ
ー
グ
／
二　

研
究
的
態
度
に
就
て
／
三　

用
語
の
問
題
／
四　

性
愛
の
形
而
上
学
的
序

説
／
五　

性
と
哲
学
／
六　

性
の
哲
学
に
於
け
る
精
神
分
析
学
説
／
七　

キ
ン
ゼ
イ
白
書
の
意
味
す

る
も
の
／
八　

肉
体
火
山
脈
／
九　

表
象
と
し
て
の
自
然
／
一
〇　

美
の
感
覚
／
一
一　

胯
佚
の
理

論
／
一
二　

あ
そ
び
と
人
生
／
一
三　

お
化
粧
の
意
義
／
一
四　

流
行
の
行
方
／
一
五　

錯
覚
と
幻

想
／
一
六　

論
理
に
於
け
る
諸
問
題
／
（
１
）　

親
と
子
／
（
２
）　

兄
弟
姉
妹
／
（
３
）　

愛
情
に

就
て
／
（
４
）　

好
色
論
／
（
５
）　

猥
褻
論
／
（
６
）　

再
婚
譚
／
（
７
）　

重
婚
記
／
（
８
）　

性

の
信
仰
／
一
七　

同
衾
類
と
し
て
の
人
間
／
一
八　

生
体
解
剖
／
一
九　

好
奇
心
に
就
て
／
二
〇　

常
識
と
い
う
事
／
二
一　

風
俗
と
習
慣
／
二
二　

狂
気
の
効
用
／
二
三　

私
生
活
小
論
／
二
四　

続

猥
褻
論
／
二
五　

夢
の
風
土
記
／
二
六　

人
間
と
は
何
ぞ
や
／
二
七　

エ
ピ
グ
ラ
ム
（
又
は
か
こ
ち

ご
と
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
第
５
巻
●
　
変
容
す
る〈
性
〉　

Ⅴ
　
付
・
解
説
　   

定
価
：
本
体
一
八
、〇
〇
〇
円
＋
税 

                                                    　
　
　
　

  IS
B

N
9

7
8

-4
-8

4
3

3
-6

1
0

5
-4

 C
3

3
3

6

村
上
信
彦 〔
著
〕 　
　
　

ゆ
が
め
ら
れ
た
性
─
─
女
ら
し
さ
は
だ
れ
が
つ
く
っ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

               　
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　

一
九
五
四
年
）   

女
ら
し
さ
の
分
析　

一
、
女
ら
し
さ
の
神
話
／
二
、
教
養
と
女
ら
し
さ 　

／
三
、
恋
愛
に
つ
い
て

／
四
、
友
情
に
つ
い
て
／
五
、
誇
張
さ
れ
た
性
別　

／
女
ら
し
さ
の
歴
史　
　

一
、
初
期 

／
二
、

ギ
リ
シ
ャ
／
三
、
ロ
ー
マ
／
四
、
中
世
／
五
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
／
六
、
近
代 

／
展
望
―
こ
れ
か
ら

の
女
／
女
の
み
か
た
の
革
命
／
偽
善
的
な
エ
チ
ケ
ッ
ト
／
女
は
変
貌
す
る　

ほ
か

新
庄
嘉
章
・
大
瀬
東
二 〔
著
〕 

処
女
性
に
つ
い
て　
（
北
辰
堂　

一
九
五
五
年
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
一
章　

文
化
が
強
要
す
る
女
性
の
姿
に
つ
い
て
／
第
二
章　

ペ
ニ
ス
羨
望
に
つ
い
て 

／
第
三
章

エ
レ
ク
ト
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
／
第
四
章　

性
の
自
覚
と
そ
の
反
抗
に
つ
い
て
／
第
五

章　

不
安
か
ら
生
れ
る
愛
情
に
つ
い
て
／
第
六
章　

文
化
条
件
と
同
性
愛
に
つ
い
て
／
第
七
章　

処

女
性
の
放
棄
と
そ
の
女
性
の
本
質
的
条
件
に
つ
い
て
／
第
八
章　

罪
悪
観
念
と
性
的
不
安
に
つ
い
て

／
第
九
章　

性
意
識
の
原
体
に
つ
い
て
／
第
十
章　

社
会
秩
序
と
自
分
の
秩
序
に
つ
い
て 


